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学生担当 小木曾文内

「モラル（moral）」は、広
辞苑では「道徳」、「倫理」
などと訳されています。こ
の言葉は、「習俗」「風習」
を意味するラテン語「mos
（mores）」が語源だそうで
す。「モラル」は、「習俗」

から発した「社会的規範」に影響されやすいも
のですが、本来は個人の決断により生み出され
る自発的な道徳的側面を強くもっています。「社
会的規範」は時代により変化する要素をもって
いるので、当然、「モラル」も変化する可能性
はありますが、その語源の通り、長い年月で培

われた「風習」や「慣習」がその基盤にあるた
め、基幹となる部分に大きな変化はないはずで
す。しかし、近年、社会のグローバル化やIT化
など、生活様式が著しく変化したことで、「社会
的規範」や「モラル」にも変化が見受けられま
す。このような社会状況下では多様な「モラル」
が混在していて、年代差により生じた諍いごと、
ネット上への不用意な書込みや誹謗中傷、安易
な情報操作による情報漏洩など、種々の社会的
問題が増加しています。「モラル」の変化に起
因している事例も多いことから、時代や社会環
境に左右されない普遍的な「モラル」を見つめ
直す時期にきています。知識や技能の修得に偏
重しがちな歯科医学教育においても、社会が要
求する以上に高いレベルの「モラル」をもった
歯科医療人育成により力を注ぐべき時代がきた
ようです。 （教授　歯科保存学Ⅱ）



第 172 号 桜 歯 ニ ュ ー ス 平成23年10月15日

― 2 ―

ません。本学部の教育の在り方を考えると、現
在も受け継がれている佐藤運雄先生の提唱され
た教育理念は、これからも不変でなくてはなら
ないと思います。本学部の教育の持続的な発展
は、創設時の原点を再認識して創設者の理念を
具現化することにこそあるものと考えています。
すなわち、これからも患者さんのために、「広い
視野を持ち、高い教養と品格を備えた人間性豊
かな歯科医師を養成する」という基本姿勢を堅
持していきたいと思います。

学生の課外活動等への期待やサポートについ
てのお考えをお聞かせください。
歯科医師は、まず患者さんから尊敬される人

間でなくてはなりません。学生は単に課せられ
た授業を受けるだけでなく、課外活動やクラブ
活動なども人間形成の一助であると認識して研
鑽を積むことが大切です。そのため、学部とし
ては学生が幅広い人間関係を築けるように、学
生生活委員会などを通じて課外活動やクラブ活
動の充実に、物心両面から積極的に支援してい
きたいと考えています。また、本学部の後援会
による、資金面の学生生活支援には大変感謝し
ております。更なるご理解とご協力を頂きなが
ら、学生生活の充実を図っていきたいと考えて
おります。

本学部には、大学院や総合歯学研究所が設置
されています。研究組織・体制の課題と今後の
展望についてのお考えをお聞かせください。
大学教育の真髄は、言うまでもなく、大学で

遂行されている先進的な研究の裏付けがあるこ
とです。この裏付けがなければ、歯学部は技能
の習得のみを目的とした専門学校の域に留まっ
てしまいます。本学部は佐藤運雄先生の唱えら
れた「医歯一元論」のもとで、医学の一分科と
しての歯科学を目指し、広い視野と豊かな人間
性を育む目的で、基礎と臨床の研究に力を注い
できた伝統を持っています。この姿勢は、本学
部が歯学のなかで大学院をいち早く開設した歴
史からも窺い知ることができます。また、本学
部は歯科学の研究を総合的に行うため、総合歯
学研究所を開設しています。そこでの研究活動
や成果は国際的に評価の高い学術雑誌や国際学
会において発表されておりますが、それらの成
果が教育面においても十分に反映されることが
重要であると考えております。
大学院における基礎研究の重要性は、今後、

大塚 兵衛歯学部長の日本大学総長就任に伴
う辞任（８月31日）により次期学部長選挙が７月
11日に実施されました。まず学部長候補者選挙
（有資格者は教授、准教授、専任講師、参事、参
事補の128名）が行われ、越川憲明教授（薬理学）
が有効投票の３分の２以上の票を得ました。
引き続き、同日の教授会にて日本大学学部長

選挙規程第11条第１項ただし書きの適用により
越川教授が次期学部長に選出されました。任期
は９月１日から３年間です。

｜越川憲明新歯学部長に聞く｜

歯学部長ご就任おめでと
うございます。今のお気持
ち、ご感想をお聞かせくだ
さい。
先般行われました学部長

候補者選挙では、多くの方々
のご支援を賜りました。こ
の場をお借りして御礼申し

上げます。およそ100年の歴史を有する伝統ある
本学部の学部長に就任したことを大変光栄に存
じておりますとともに、学部の責任者としての
責務も強く感じており、これからの本学部の運
営・管理に緊張感をもって臨む所存です。多様
な時代において、取り組むべき課題は多く、これ
からの皆様のご理解とご協力をお願いする次第
です。

近年の歯学教育環境の変化には著しいものが
あります。今後の本学部の歯学教育に対するお
考えをお聞かせください。
本学歯学部を創設された佐藤運雄先生は「歯

科医師は歯学に限ることのない幅広い知識と見
識を備えていなければ、社会において尊敬され
る存在とはならない」と述べられたと聞いてお
ります。
近年、共用試験の導入、国家試験問題の出題

基準の厳格化、卒直後研修制度の導入など、我
が国の歯学教育は確かに大きく変化しています。
しかし、これら歯学教育の環境変化は、永年の
歯学の歴史の観点からみると一時の現象に過ぎ



広く周知されるべきではないかと考えています。
現状では、基礎系講座と臨床系講座から成る３
分野（口腔構造機能学分野、応用口腔科学分野、
口腔健康科学分野）において、複数の教員が大
学院の学生を共同で研究指導する組織体制がと
られております。時代の進歩に即した新しいコ
ンテンツとシステムを随時取り入れて、課題探
求能力の高揚を目指した研究環境の整備に心が
けてきたことにより、幅広い領域で広い視野と
高度な先進的医療技術を持つ教育者と研究者の
育成において着実に成果が挙がってきています。
各研究分野では、臨床系講座と基礎系講座が密
に連携して研究が遂行されております。しかし、
臨床系の研究は応用科学としての側面が強く、
基礎的な研究の確立なくしては十分な発展は望
めません。臨床系講座を窓口に入学する大学院
生が多いのが現状ですが、今後は基礎研究に興
味を抱く大学院生が多く入学されることを希望
します。

付属歯科病院の病院機能について、また今後
の新病院構想についてのお考えをお聞かせくだ
さい。
現状の歯科病院は、組織が多様化し細分化さ

れているため、本来の機能が十分には発揮され
ていないように思います。これは講座名を反映
させた診療科の名称が数多く混在しているため
と考えます。今日では、初めて来院した患者さ
んにとって分かり易い医療システムが求められ
ていますので、各診療科や診療科目を再編成し
ていく必要があります。病院執行部のもとで、
診療科の編成などの諸問題について再検討をし
ていただきたいと考えています。
現在の歯科病院は老朽化しており、時代に合

った歯科病院の建設は急務です。新病院の建設
は本学部の創設100周年のメイン事業と考えてい
ます。学部長として歯学部の将来を見据え、若
手の臨床医が新病院の構想や建設計画に積極的
に参加できるような環境を整えていきたいと考
えています。

歯学部の財政や管理・運営面における課題と、
その対策についてお考えをお聞かせください。
当面の財政の課題として、歯科病院の抱える

慢性的な赤字体質の改善に取り組む必要性を感
じています。先ほど述べましたように、歯学部
では間もなく新病院の建設に向けた取り組みが
始まりますが、この財政問題を放置したままで
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建設に着手することはできません。今後の財政
収支の収入面を考えた場合、学費の増額は期待
薄ですので、病院の赤字体質の改善は急務です。
研究に関する財政面では、現状でも一定程度の
学内研究資金は提供されておりますが、現在あ
る学内研究資金を今までのように講座に配分し
てしまったのでは、今以上の研究の推進は望め
ません。景気の現状を考えると、今後暫くは、
学内研究資金の減額はあっても増額は望めない
状態です。研究をより活性化するには外部資金
の獲得を目指す必要がありますが、科研費の獲
得増加の取り組み以外に、学内研究資金を増額
して使えるような各種の資金補助事業をうまく
取り入れる方策を、研究委員会主導で模索する
必要があります。
管理・運営面では、学生数の減少に伴った教

員の人事に取り組む必要があります。単に人員
の削減を行うのではなく、教員を適正に配置す
る必要があります。すでに本学部では６年前に
教員の任期制を導入しましたが、活力ある人材
を重用する目的での再任や昇進などの人事を、
統括的に行う組織作りが遅れていたために、そ
の有効的な運用がなされているとは言いがたい
のが現状です。そこで、学部長の諮問機関とし
て、教員の人事に関わる委員会を新たに発足し、
人事問題に積極的に取り組んでいきます。この
ことにより、将来を担う有能な教員の適正配置
が実現できるものと考えています。

最後に、本学部の学生や父母にメッセージを
お願いいたします。
学生諸君には、先に述べた本学部の創設者で

ある佐藤運雄先生の言葉をまず肝に命じて頂き
たいと思います。本学の掲げる「自主創造」の
理念のもとで、自ら学ぶ態度を身につけて、６
年間を通して一般教養、基礎医学、歯科臨床医
学を総合的に学習し、歯科の技能の習得だけで
なく、広い視野と豊かな人間性を身につけて、
社会に貢献できる歯科医師になるよう研鑽を積
まれることを切に望みます。
後援会には、これまでにも教育機器の購入や

学部行事などに多大なご支援を頂き感謝してお
ります。教育ならびに学生支援のため、今後も
学生に最も効率的に還元できる方法とその円滑
な運用を考えております。また本学部は、間も
なく100周年の節目を迎えます。この記念事業
につきましても、皆様の一層のご支援をお願い
いたします。



卒業生が学部の授業に出席し一定の単位に達す
ると、機構による審査を経て学士（口腔保健学）
の学位が授与されます。 （教授　口腔診断学）
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臨床実習運営協議会委員長 大木　秀郎

卒前臨床実習は、歯科医師臨床研修医制度が

定着するとともに、自験（学生自らが診療を行

う）を伴う診療参加型臨床実習への充実が望ま

れつつあります。本研修会は、本学部の臨床実

習を円滑に進め、かつ学習効果を向上させ、教

育診療医の学生教育に対するレベルアップを図

ることなどを目的として、平成11年度から毎年

実施されています。本年度は、８月19～20日の

金曜日、土曜日の２日間、「効果的な臨床実地問

題の指導方法を考える」を研修テーマとして、本

学部で実施され、越川憲明教授、付属歯科病院

長、学務担当、FD委員会委員長・副委員長、運

営委員ならびに受講者の計62名が参加しました。

また、今回初めて基礎系講座11名ならびに摂

食機能療法科１名の先生方の参加を得ることが

でき、PC、液晶プロジェクター等を駆使した作

業が展開され、IT時代に即したFD活動に相応

しい研修会となりました。

全体研修は、開会式の後、基調講演「国家試

験の現状と対策」から開始されました。第104回

の歯科医師国家試験成績の分析結果を踏まえ、

現第５学年生を対象とした国家試験対策の一環

として、臨床実地試験過去問題を臨床実習期間

内に制覇するための方略についてグループ討議

が重ねられました。研修２日目には、学務委員

会により予め作成された過去問題のCD-Rを資

源とした成果物の作成とグループ発表により熱

い全体討議が行われました。

基礎系ならびに臨床系講座の先生方の交流が

得られ、教員としての連帯感を高めるために有

意義な２日間でした。

なお、閉会式では受講者に修了証が渡されま

した。 （教授　口腔外科学Ⅰ）

歯学部FD委員会委員長 今村　佳樹

歯学部FD委員会では、７月４日（月）に、学
務委員会、企画・広報委員会、附属歯科技工専
門学校、附属歯科衛生専門学校との共催で、平
成23年度第１回FD講習会を開催しました（参加
者96名）。今回は、大学評価・学位授与機構研
究開発部准教授、森利枝先生を講師にお招きし
て、「科目等履修生制度から学位取得へ｜大学
評価・学位授与機構の学位授与制度」の演題で
御講演を頂きました。この制度では、専門学校

～＊～　～＊～　～＊～　～＊～　～＊～　～＊～　～＊～　～＊～　～＊～　～＊～　～＊～　～＊～
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学務担当 前野　正夫

共用試験（CBT、OSCE）は、医学・歯学系の
大学・学部等が社会に教育の質を保証すること
を目的として、平成17年から正式に実施されて
います。本学部では、これまで第５学年の６月
に実施し、CBT成績を進級の要件には位置づけ
ていませんでした。しかし、臨床実習を第５学
年の４月から始められるように、本学部も平成
24年度から実施時期を第４学年の１月に移行
し、CBT成績を進級判定要件に組み入れること
にしました。
①教科名：総合歯科学演習１単位を第４学年
後期に新たに配置。
②評価：成績評価表示（S・A・B・C）

なお、本試験当日に受験できなかった者及び
本試験結果が合格基準に満たなかった者には、
CBTの追再試験の受験を認めます。ただし、追
試験受験者はA評価を上限とし、再試験受験者
はC評価を上限とします。
OSCEの成績は、進級判定には組み入れませ

んが、OSCE不合格者は、その後に補完授業を
受け、合格基準に達するまで第５学年における
診療参加型臨床実習には参加できません。
近年の歯科医師国家試験は、資格試験から選

抜試験への性格をもつようになっており、本学
部の学生にもそれを乗り越えられる能力を身に
つけることが求められます。このたびのCBT成
績の進級判定要件への組み入れは、共用試験お
よび歯科医師国家試験にストレートで合格でき
るための改善策です。ただし、これらの試験勉
強を当該学年から始めたのでは、とても間に合
いません。学生諸君は、入学時からの学習の積
み重ねが重要であることを肝に銘じて、日頃か
ら勉学に励んでください。 （教授　衛生学）

Clinical Research Award
社会人大学院生として本学大学院歯学研究科

博士課程を本年３月に修了した森田十誉子氏（現

ライオン歯科衛生研究所研究部副主任研究員）が

筆頭著者の「歯周病とメタボリックシンドローム

発症との関連性」を調べた論文（J Periodontol

81, 514-519, 2010）が標記の賞を受賞しました。本

研究はライオン歯科衛生研究所と本学部衛生学

講座の前野正夫教授、本橋正史教授と共同で行

ったもので、歯周病を予防することがメタボリ

ックシンドロームの予防につながることを独自

の手法で解明したものです。今回の受賞は日本

人初の受賞です。受賞式は米国フロリダ州マイ

アミ市で開催される2011 AAP Annual Meeting

の期間中（11月14日）に行われます。

宿野部　恭子

東京都は、結核患者が全国で２番目に多いと

ころです。結核菌は、排菌している患者の咳な

どから周囲の人の鼻や口に入っても、そこで止

まれれば感染しません。しかし、消えずに肺で

増殖すると「肺結核」を発病します。肺に感染

しても発病しない状態が「潜在性結核感染症」

ですが、結核菌は増殖する速度が遅いので、半

年から２年後に発病する場合があります。肺結

核の主な症状は「咳・痰・倦怠感・微熱・体重

減少」です。学校では集団感染しやすく、患者

が出たら患者周囲の接触者に検診をし、保健所

は直後から２年後までフォローします。

早期発見は、定期健康診断の受診及び咳が２

週間以上続いたら受診で可能になります。また、

睡眠と食事を適切なサイクルでとり、体力・免

疫力を高めておくことも大切です。 （保健室）

CBT結果（正答率） 合否判定 成績評価表示

100～90％ S

89～80％
合　格

A

79～70％ B

69～60％ C

59％以下 不合格
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７月28日（木）と８月27日（土）に、歯学部及び

歯科技工・衛生専門学校進学相談会が開催され

ました。会場には教員による相談コーナーや在

校生のブースが設けられ、来場者からの質問は

入試科目に関すること、受験競争率、学費のこ

と、クラブ活動等の学生生活等多岐にわたりま

した。資料閲覧コーナーも設置され来場者は相

談の順番待ちの間に学部案内や授業計画、クラ

ブ活動状況等の資料を熱心に見入っていました。

校内見学には多数の来場者が参加し、実際に

授業で使用している教室、図書館、歯科病院内を

見学しました。また、７月には、中島一郎教授

による「医療人に必要なコミュニケーション能

力について」、８月には、大山哲生専任講師によ

る「がんの手術は終わったけれど」―顎の骨や

顔を失った患者の治療―のテーマで模擬授業も

実施されました。来場者に理解してもらえるよ

う普段馴染みのない歯科用語を噛み砕いて説明

しました。

来場者数は２日合計で約260名でした。

一般の方にもわかりやすい内容となっております。
皆様の御来場をお待ちしております。詳細は本学部ホ
ームページ（http://www.dent.nihon-u.ac.jp/homej.
html）を御覧ください。
問合せ先……本学部庶務課（03－3219－8001）

清水千津子

平成23年度佐藤研究費海外派遣研修員として
８月21日から９月４日まで、スウェーデン、ス
イスを訪問しました。イェテボリ大学やジュネ
ーブ大学の研修では、論文や研究を基に歯周病
学の講義が行われ、さらに診療の見学、PMTC
の実習を通し、改めて基本の重要性と臨床の柔
軟性を確認できました。また、高齢者施設や歯
科衛生士専門学校を訪問し、入居者の方々や先
生方、生徒の皆さんと交流を持ち、日本の制度
との違いなど様々な情報を得ながら充実したひ
と時を過ごしました。今回の研修では、歯科衛
生士として視野を拡げる良い機会となりました。
さらに研鑽を積み歯科病院に貢献していきたい
と思います。 （技手（１級） 歯科衛生室）

平成23年度第2回歯学部公開講座について

演　題 「リラックスできる歯科治療」
｜安心・安全・快適に

治療を受けるために｜

講　師 准教授　見 徹（歯科麻酔学）

日　時 平成23年11月５日（土）13時30分～

場　所 本学部４号館第３講堂（３階）
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戸原　玄

まず、未曾有の大震災によ
り被災された方々に心よりの
ご冥福とお見舞いを申し上げ
ます。本年の災害は直接の被
害が甚大であり、さらには先
の見えない対応を余儀なくさ
れる放射能といった多大な影

響を及ぼしています。直接の被害が少なかった
関東においても、地震直後には「雨に当たると
危険」というチェーンメールが回るなど、生活
さらには生命の危険を感じた方は相当数に上る
ものと思います。
以前から考えていたことですが、今回の震災

で改めて感じたことを書かせていただきます。
自分は「摂食・嚥下リハビリテーション」とい
う歯科の中では比較的新しい分野の臨床や研究
を行っています。現在は今後を担ってくれる多
くの後輩たちが育ってくれていますが、数年前
には歯科ではこのような医療はほとんど行われ
ていませんでした。ある時、この分野で著名な
若手の先生と二人で酒を酌み交わしているとき
に、「今ここに車が突っ込んできて二人とも死
んだらどうする？今のままでは二人が死んだら
何も残らない。今後はいつ何があってもいいよ
うに後輩をたくさん育てよう。」と話したことを
記憶しています。
我々にとって“生活の崩壊”もしくは“死”は

いつ訪れるかわかりません。今まで何十年も大
切に続けてきた仕事や自分の存在は、自分の生
命が無くなった瞬間に消えるのでしょうか。あ
る生物学者によれば、自己の複製を残すために
は二つの方法があるそうです。ひとつはもちろ
ん遺伝子、genomeです。もう一つは文化を通
して自己を残すという考え方で、これをmeme
（ミーム）というそうです。ある人の考え、アイ
デアなどがよいものであれば、それは人から人
へ伝えられます。さらに、それらが高い評価を
得るものであれば、その考えはより一般性、永
続性をもったものになりえます。自分がいいと
思える仕事をするだけではなく、残すこと。そ
れがとても大切なことであると思います。

（准教授　摂食機能療法学）

Student Clinician Research
Program SCRP

露崎　亜美

私は、“Effect of Flavor in
Impression Taking「印象材
の風味が印象採得に及ぼす影
響」”のテーマにて研究を行
い、８月に行われたSCRPに
参加する機会を得ました。印

象採得を少しでも快適にするために、印象材に
自分の好きな香りをつけちゃおう！という私の
研究は、正直なところSCRPで発表するには恥
ずかしいレベルの研究なのでは？と不安でした。
しかし、Faculty advisorを引き受けて下さった
歯科補綴学教室Ⅱ講座の石上友彦教授や大山哲
生先生が「あなたのやりたい研究をやるのが良
いと思いますよ」と背中を押して下さり最後ま
でやり遂げることができました。
大会当日、21の歯科大学の代表者が緊張した

雰囲気の中、各々の研究成果を発表しました。
審査の結果、私は上位入賞を果たせませんでし
たが、自分の研究内容をみんなが熱心に聞いて
くれることがとても嬉しく、この大会に出場で
きて良かったと思いました。また他大学の発表
を見て、同じ学生がこんなにも素晴らしい研究
をしているのかと本当に刺激的で、その英語力
の高さにも驚かされました。大会が終わる頃、
競い合ったライバルは“一緒に歯科医を目指す
仲間”となり「またいつかみんなで会おう」と
誓い合いました。
最後にこの大会に出場できましたこと、石上

教授、大山先生をはじめ、アドバイスを下さっ
た先生方、応援してくれた仲間はもとより約100
名の被験者の方々に心から感謝いたします。本
当にありがとうございました。 （第５学年）



したという指摘もいただきました。知らないこ

とを聞く勇気が必要であり、調べる努力をする

ことで、立派な社会人になっていくのではない

かと思います。

良かった点と悪かった点があったかと思いま

すが、これから６年間勉強していくにあたり、

どのように過ごしていくのかを考える良ききっ

かけになってくれればと思っています。

第２学年の歯科病院見学は、本病院の第１教

育診療科（口腔外科Ⅰ、口腔外科Ⅱ）、第４教

育診療科（総義歯補綴科、局部床義歯科、クラ

ウン・ブリッジ科）、第５教育診療科（保存修

復科、歯内療法科、歯周病科）の教育診療医の

先生方のご協力により行われました。見学をす

るにあたり、本病院に関する知識の習得と病院

で決められている身なりのチェックを厳しく行

いました。見学に関しては、短い時間でしたが、

学生は緊張感をもって、真摯に取り組んでいた

と思います。実習後は観察したことを丁寧に報

告をしてくれましたが、加えて、なぜこのよう

な行為をしているのか、なぜこのようなコミュ

ニケーションをとっているのかを考えていく

と、患者さんや医療スタッフをもっと深く理解

できてくるのではないかと思っています。

私は本学部の卒業生ですが、学生時代にこの

ような機会はありませんでした。実際の医療現

場をみたのは第５学年でした。入学して４年間、

歯医者という仕事は憧れの対象でしたが、現実

味はなく漠然としていたものだった気がしま

す。学生たちにとって夏休みは部活や遊びに忙

しい時期でしょうが、目の前にあることをこな

すだけでなく、実際の仕事場から将来や今を考

える時間をつくり、今後の糧にしてほしいと思

っています。 （助教　医療人間科学）
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押川　麻衣子

本学部では夏休みを利用して、第１学年には

歯科医院、第２学年には本学部付属歯科病院、

第３学年には社会福祉施設に見学をする機会を

作っています。この実習は医療や福祉の現場で

のコミュニケーションに触れてみることと、早

期に医療・福祉の現場を体験し、医療観を高め

ていくことを目的としています。ここで私が担

当しました第１、２学年の実習の様子を中心に

報告させていただきます。

第１学年の歯科医院見学は、本学部兼任講師

である約70名の先生方のご協力により行われま

した。先生方からは「明朗、素直でスタッフや

患者さんに対する挨拶もよくできていた」「は

きはきとした受け答えで大変よい」「医療に関

わる仕事をする自覚ができている」といった態

度を誉めていただくご意見を多くいただきまし

た。また、「質問もよくし、熱心に見学してい

た」「質問事項を用意してきていた」と意欲的

であると誉めていただくこともありました。専

門知識はないけれど、学生たちが前向きに将来

の夢に触れてきたことがわかりうれしく思いま

した。

一方で、「診療時間が長くなると、まっすぐに

立っていられない」という体力面の指摘もあり

ました。本学部は運動部に所属する体力自慢の

学生が多いはずなのですが、仕事場で一日過ご

せる集中力や体力がある学生は少ないのではな

いかと思います。また、「自分から進んで物事

を知ろうとすることに欠けている」「もう少し

質問があっても良かった」といった意欲が不足
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第１学年 坂田　誠

前期授業が終わり大学生として初めての夏休
みを経験した。クラブの合宿やお泊り会などで
仲間たちと親交を深めあった今、私たちに４月
の初めのようなお互いに距離を測りかねていた
雰囲気はまるでない。他の学年に比べても遜色
のないほど明るく、１年生というゆっくりとし
た時間を友人たちと謳歌している。一人暮らし
を始めた者は既に手慣れたもので、人によって
は非常に上手に料理をする者も出てきている。
ようやく大学生という新しい身分に慣れてきた
ところだ。
前期の間は歯学部と言っても歯に関すること

には、ほとんど触れられることがなかったが、
後期に入るとともに次第に歯学部らしい授業へ
と変わってきた。「望むところだ」という気持
ちと、「自分は歯科医師として本当にやってい
けるのか」という少し不安な気持ちも芽生えて
くる。この気持ちはクラスの仲間の多くが感じ
ているだろう。現在、私たちはそれを解消する
ために前期よりも少しだけ真面目に人生を歩ん
でいる。
つらかった大学受験を終えて一息ついていた

ところだが、また６年後には国家試験がある。
多方面の方々が口をそろえ言われるのが「国試
は大学受験よりも厳しい」という言葉だ。そろ
そろ浮かれた気持ちに一区切りつけ、それに向
けてエンジンをかけていかなければならない。
途中でガス欠にならないように、適度に友人た
ちと遊び、助け合い、そして今後は歯科医師と
して求められる教養や振る舞い、そして激務に
負けない体力を身に付けていくように精進して
いきたい。

第６学年主任 落合　邦康

歯学体を終えクラス全員が国家試験の追い込
みに入りました。今年は、猛暑に加え、震災に
よる節電対策で夏休み中の学習場所確保に苦労
した諸君もいたと思います。このような環境下
でも、模試やマッチング情報交換など毎週の連
絡会を始め、クラスは一丸となって頑張ってお
ります。また、今年から学生を基礎講座に配属
する試みや過去問題のＣＤ化による統括的な学
習など、大学からも多くの支援と協力をいただ
いております。
国家試験は越えなければならない関門かもし

れません。難しくなったといわれますが、新卒
受験者の80％以上が合格する資格試験です。経
験から申し上げますと、残念な結果に終わった
学生の大部分は、“何とかなる”という気分がぬ
けず、最後まで自主的に学ぶ姿勢が身について
いなかったようです。つまり、自己実力の判断
と自律性が十分でなかったといえます。国家試
験における各教科の重要項目は変わりませんが、
内容が多岐にわたるため短期間で網羅すること
は困難です。従って、低学年から自覚を持ち、
自主的に学ぶ姿勢が求められます。
歯学体はスポーツの大会。総合得点で上位に

なることはすばらしい。国家試験は智力の大会。
合格率で常に上位を目指すことは、日本大学歯
学部が文武両道であることを日本中に周知する
絶好の機会。また、“疾風に勁草を知る”のた
とえのごとく、国家試験は自分自身を知る良い
機会。向き合うのは試験問題ではなく、自分自
身といえます。Study and study and study ! 全
員で頑張りましょう。 （教授　細菌学）

日本大学お茶ノ水キャンパス体育施設にて



今回はデンタルポイント制度を行わなかった
ため、各大学の総合成績はありません。本学部
の入賞した部門順位のみ、下記のとおりご報告
いたします。ただし、陸上競技に関しては、東
日本大震災による被災校等に配慮し、大学別順
位は決定しませんでした。
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正評議委員 有馬　詩織

第43回全日本歯科学生総合

体育大会の夏期部門が７月30

日から８月11日の13日間、日

本歯科大学生命歯学部の事務

主管のもと、東京都を中心に

行われました。今大会は冬期

部門のアメリカンフットボール、スキーが東日

本大震災の影響を受け、残念ながら中止となり、

デンタルポイント制度はとりやめとなりまし

た。

さて、私が評議委員として応援に行くのは、

今年で３回目。毎年、どのような試合、どのよ

うな日大生の姿が見られるのかとても楽しみで

したが、今年はそれに加えて、地震の影響によ

る試合会場の安全面等が気がかりでした。しか

しながら、万全とはいえない環境の中、どの大

学の選手達も毅然とした態度で試合に臨んでい

ました。その姿はどんな状況下でも１年に一度

の歯学体という舞台で自分達の持てる力を全て

出し切ろうという熱い気持ちを表していました。

応援に行くと必ず「来て良かった！」と思わせ

てくれる日大生を心から誇りに思いました。

本学部の成績は各部門で様々でしたが、来年

度に向けての目標が見えてくる実り多い大会と

なったと思います。これからもクラブ活動を支

えてくださっている方々への感謝の気持ちを忘

れずに日々の練習に励んでもらいたいと思いま

す。

来る第44回の歯学体は鹿児島大学歯学部を事

務主管として開催される予定です。本学部が事

務主管となる第45回歯学体に向けて、本学部の

存在感を示してきてほしいと思います。

最後となりましたが、各クラブの皆さん、諸先

生方、関係者の皆様、ご協力頂いた全ての方々、

ありがとうございました。また、歯学部、歯学

部後援会、歯学部同窓会のかわらぬ温かいご支

援にこの場をお借りして心より感謝を申し上げ

ます。 （第５学年）

夏　期　部　門

１位 バスケットボール ５位 サッカー

３位 剣　　道 〃 ゴルフ

〃 少林寺拳法 〃 アーチェリー

〃 日本拳法 ６位 ヨット

〃 水　　泳 ８位 ソフトテニス

４位 柔　　道

本学部が入賞した部門とその順位

本学の学生が twitter等に、社会的なルー

ルから外れた行為を行ったという内容を書き

込む事例が報告されています。

こうした書き込みは、その内容とともに本

人の個人情報の流出を招き、流布されるばか

りではなく、大学の名誉を著しく傷つけ、同

じ大学に集う学友、自らの家族、校友など多

くの関係者に多大な迷惑を及ぼします。

学生としての本分に反する行為が判明した

場合には、学則に基づいて厳正な処分を行い

ます。また、あたかも上記に示すような行為

を行ったように見せかけるなど、安易な気持

ちでSNS、個人のブログ、twitter等への書き

込みを行い、大学の名誉を傷つけた場合につ

いても処分の対象とします。

学生としてのモラルを遵守し、また軽率な

行為に及ぶことのないよう、十分留意してく

ださい。

◇◇■◇◇ ◇◇■◇◇ ◇◇■◇◇ ◇◇■◇◇
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実行委員長 永井　智也

NU祭というのは、日本大学
の全学部と付属高校が一つの
テーマのもとで、それぞれの
特色を生かした企画を行う学
園祭の事です。今年のテーマ
は「Next-Uみんなでひとつ
に」に決定し、歯学部では「い

ちにち歯医者さん」という企画を行います。こ
こでは歯科治療の模擬体験や、歯科材料を使っ
ての歯型ストラップや指の模型作り、自分の口
の健康状態のチェックなどが体験できます。来
場者の皆さんに歯科をより一層身近に感じてい
ただけるよう、実行委員全員で盛り上げていこ
うと思いますので、皆さんのご来場を心よりお
待ちしております。 （第５学年）

主将 永井　智也

柔道部はプレイヤー９人、マネージャー３人
の計12人で活動しています。プレイヤーのほと
んどが大学から柔道を始めましたが、OBである
師範の指導のもと、週１回の練習でありながら
も日大松戸歯学部や東京医科歯科大学の柔道部、
そして柔道日本代表の棟田康幸選手などが練習
に参加してくれるため、関東大会やデンタルで
は常に好成績を残しています。また、今年は女子
プレイヤーが入部し、柔道部は個性豊かなメン
バーが揃いました。練習以外にも部員みんなで
BBQに行くなどのイベントがあり、先輩後輩関
係なく和気あいあいとした中で、柔道と勉学に充
実した大学生活を送っています。柔道の創始者
である嘉納先生の教えに基づき、文武両道を目
指してこれからも頑張っていきたいと思います。

実行委員長 下川紗百合

今年も10月21日（金）・22日
（土）に桜歯祭・駿技祭・翔衛
祭が行われます。今年のテー
マは「LOVE & TEETH」、
テーマカラーは「黒×ピンク」
に決まりました。このテーマ
は「LOVE & PEACE」の

PEACEの部分を歯学部らしさを出してTEETH
にしたものです。歯の大切さを感じて、歯に愛
情を持っていただきたいと思い、このテーマに
しました。
今年は３月の震災を受け、チャリティー企画

で被災された歯科医師とボランティアに行った
歯科医師の講演会を行います。多くの方に歯科
医師のありかたについて考える機会になればと
思います。また、今年から理工学部との合同企
画を行うことにしました。これを通して学部間
の交流が深まればと願っています。
もちろん、毎年恒例の企画も盛り沢山です。

たくさんの方々のご来場をお待ちしています。
（第４学年）

「桜歯祭」実行委員会部門責任者 （ ）内は学年

委　員　長　　　　下川紗百合（4）
副 委 員 長　　　　須田　駿一（3）
総　　　務　　　　大西紗也子（4）
会　　　計　　　　小宮　瑠里（4）
渉　　　外　　　　松田結花子（4）

「駿技祭」実行委員会部門責任者
委　員　長　　　　清野　　権（2）
副 委 員 長　　　　渡邊　貴弘（2）

〃　　　　　　坂爪　秀行（1）
会　　　計　　　　長澤　重雄（2）

〃　　　　　　前原　佑輝（1）

「翔衛祭」実行委員会部門責任者
委　員　長　　　　芝崎　　杏（2）
副 委 員 長　　　　佐藤　維織（2）

〃　　　　　　佐藤くるみ（1）
会　　　計　　　　一木万里奈（2）

〃　　　　　　松崎　　舞（1）
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●春から口腔外科学Ⅱに在籍の大学院１年生にな

った。大学を卒業して『１年生』に逆戻り。大学院

の仕事を覚えたりする様子は、部活の１年生時を思

い出す。大学院に入学して臨床と研究を両立するこ

との大変さを実感し、先輩方のすごさに敬服するば

かり。要領が悪い自分はいかに両立できるか暗中模

索の日々である。そんな日々の中、気晴らしによく

車を運転する。ワゴンタイプの一般的な車体だが、

マニュアルである。これは譲れない。オートマにな

い『操作してる』感が楽しい。ただ周囲へこのよう

に話すとしばしば走り屋と誤解される。姉からはや

めろと諭される始末。当然、安全運転である。運転

も歯科治療も、事故なく安全にしていきたい。

（大学院１年　瓜生　豪）

●大学院に入学してあっという間に２年半が過ぎ

た。研究や矯正学の勉強、臨床と学ぶことが多くた

だがむしゃらに今日まで突き進んできた。始めの頃、

矯正学の知識は浅く、研究の進め方や実験の仕方も

全くわからなかった。そんな自分に焦り、時には壁

にぶつかり悩んだ。そんな時、周囲の先生方に指導

していただいたり、多くのアドバイスで救われる。

また同期の友達やある時は患者さんに励まされる。

今振り返ると、とても幸せな毎日だと思う。残る学

生生活もあと１年半。多くのことを吸収できるよう

に・・・。そして悔いが残らないように、ただ前を

向いて走り抜き、１年半後の桜の花が咲く頃にはス

テップアップしていたい。

（大学院３年　松田　麻紀）

▲11年前、まだ中央大学の学生だった私は、友人

と食事をするために訪れた御茶ノ水で初めて日本大

学歯学部の存在を知った。高校時代からずっと文系

志望だった私は、「こんな街中に歯学部があるんだ

ね。歯学部って歯医者ってこと？」などと何気なく

話しながら学ロビの前の坂を下ったのを覚えている。

結局この日がきっかけとなり、私は本学に籍をおく

こととなった。編入してからあっという間の10年だ

った。歯科医師になってからはいつの間にか５年が

過ぎた。いつも一生懸命に突っ走ってきた。これま

で余裕がなくて見えなかったこと…患者さんの気持

ちや、周りの環境。これからの10年は、必死で駆け

抜けるだけではなくひとつひとつの出来事を大切に

していきたいと思う。

（社会人大学院４年　福本　宗子）

▲総義歯補綴学に大学院生として在籍してから、

早１年が経ちました。振り返ると、在籍してからは

とても大変な日々でした。分からないことがあって

も、分からないことが分からなかったので、医局の

諸先輩方にアドバイスを頂きながら、とにかく一生

懸命頑張りました。我武者羅に走ってきた日々を振

り返ると、本当にいろいろな人に支えられてきたこ

とを痛感します。どんな過酷な状況も過去になって

いく、その過程にある人の優しさ、その大切さを知

ることができました。大学院２年生になったこれか

らも初心を忘れず、何事にもめげずに一層努力して

いきたいと思います。 （大学院２年　福井　雄介）

◆私は、小児歯科学に在籍し、４年目を迎えまし

た。入局当初は、泣いたり暴れたりする患者さんの

治療に戸惑ってばかりでした。しかし、最近では、

私より身長の低かった子が、私より身長が高くなっ

たり、治療中泣いたり暴れていた子が「歯医者さん

大好き。」と言うようになったり、また、反抗期を迎

えた子がいたりと患者さんの成長を感じられる日々

になりました。これからは、臨床を行いながら患者

さんの成長を見続けていくとともに、研究を行うこ

とで小児歯科医療により貢献できるようになりたい

と思います。 （大学院２年　西山　未紗）

◆８月に、中国の山東大学から留学生が歯科放射

線学教室にやってきた。私は言葉の壁にぶつかり最

初はほとんどコミュニケーションがとれなかったが、

留学生の先生は積極的に臨床や研究に参加されたこ

ともあって、教室の雰囲気にすぐに打ち解けてくれ

た。そんな中、私と彼女の２人で１泊２日の日光旅

行に行ってきた。東照宮や華厳の滝などの観光名所

を一緒に回ったり、温泉にのんびり浸かったり、お

いしいゆば料理を食べたりと本当に楽しい旅行だっ

た。１か月間と短い滞在であったが、私にとって忘

れられない夏の思い出になった。言葉が通じなくて

も相手を思いやれば心は通じることを教えてくれた

彼女に感謝したい。

（社会人大学院４年　甲斐由紀子）
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★歯学部を見学
８月23日に日本大学第一中・高等学校並び

に千葉日本大学第一高等学校の生徒19名と引率
教員３名が本学部を訪れ、附属専門学校を含め
た現況説明のあと歯科治療の模擬体験や付属歯
科病院を見学した。

★改修工事
４月に大講堂の机と椅子、６月に図書館閲覧
室の椅子をリニューアルした。また、５月に着
工した歯科病院１階口腔診断科及び４階小児歯
科診療室の改修工事が８月に完成した。


